
付
近
の
青
い
も
の
は
採
り
つ
く
し
、
手
榴
弾
を
ク
リ
ー
ク
に
投

入
し
て
魚
を
捕
り
、
小
動
物
、
昆
虫
ま
で
口
に
入
れ
る
有
り
様

で
あ
っ
た
。

漢
江
を
出
て
四
月
十
六
日
上
海
を
出
航
、
同
十
九
日
長
崎
港

上
陸
、
そ
の
後
荷
物
を
届
け
て
名
古
屋
の
原
隊
に
復
帰
し
た
。

そ
の
間
昭
和
十
八
年
三
月
一
日
付
陸
軍
伍
長
に
任
官
し
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
四
月
二
十
八
日
召
集
解
除
と
な
る
。
復
員
後
は

幸
い
に
し
て
負
傷
の
後
遺
症
も
な
く
家
業
に
集
中
専
念
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
出
征
後
に
千
葉
の
陸
軍
少
年
戦
車
学
校
（
少

戦
校
）
が
こ
の
富
士
山
麓
に
移
駐
し
た
た
め
農
地
山
林
等
す
べ

て
が
、
軍
に
一
反
歩
当
た
り
二
〇
〇
円
く
ら
い
で
買
収
さ
れ
、

我
々
の
耕
作
す
る
農
地
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ

の
た
め
（
少
戦
校
）
の
雇
傭
人
と
な
り
働
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。終
戦
と
な
り
農
地
の
返
還
を
求
め
、
返
還
さ
れ
た
荒
れ
果
て

た
農
地
を
開
拓
再
耕
し
て
、
毎
日
鋤
、
鍬
の
手
仕
事
で
食
糧
の

増
産
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。

徴
用
軍
属
で
漢
口
攻
略

兵
と
し
て
対
戦
車
特
攻
訓
練
　 

長
崎
県
　
西
浦
久
馬
　 

大
正
八
年
二
月
十
八
日
、
島
原
市
元
船
津
の
現
在
地
で
生
ま

れ
ま
し
た
が
、
我
々
の
町
は
昔
か
ら
漁
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立

て
て
い
る
者
が
多
く
、
私
も
東
支
那
海
で
遠
洋
漁
業
の
船
に
乗

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
支
那
事
変
が
始
ま
り
揚
子
江
沿
岸

地
域
の
進
攻
の
た
め
、
私
た
ち
の
乗
っ
て
い
た
漁
船
は
徴
用
さ

れ
、
乗
組
員
も
同
時
に
軍
属
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
。
船
ご
と
船

長
以
下
船
員
全
員
一
ま
と
め
の
徴
用
で
す
。

我
々
の
船
で
あ
る
「
第
三
喜
吉
丸
」
は
、
北
洋
漁
船
第
五
〇

三
（
徴
用
№
）
と
な
る
。
所
有
は
竹
田
水
産
で
六
〇
ト
ン
の
優

秀
船
で
あ
り
、
中
支
派
遣
碇
泊
場
監
部
所
属
。
私
は
陸
軍
機
漁

船
の
注
油
手
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
十
三
年
七
月
二
十
一
日
傭
人
を

命
ず
。
厚
生
省
援
護
局
調
査
課
に
よ
る
）

。

部
隊
名
は
中
支
派
遣
軍
佐
伯
部
隊
北
尾
部
隊
で
あ
り
漢
口
方



面
の
配
属
船
で
あ
る
。
部
隊
は
武
漢
三
鎮
攻
略
戦
に
参
加
す
る

の
で
、

私
の
船
は
北
尾
部
隊
長
を
乗
せ
て
漢
口
ま
で
い
っ
た
が
、

そ
の
間
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

揚
子
江
を
■
っ
て
安
慶
の
手
前
で
一
泊
、
江
の
曲
が
り
角
で

要
塞
砲
に
よ
っ
て
射
撃
さ
れ
た
た
め
、
海
軍
の
砲
艦
が
江
上
か

ら
射
撃
し
て
制
圧
し
て
く
れ
た
。
江
に
は
機
雷
が
敷
設
さ
れ
て

お
り
、
船
を
沈
没
さ
せ
て
■
航
す
る
航
路
を
開
け
て
も
ら
い
湖

口
を
過
ぎ
て
九
江
へ
進
む
。
南
方
向
の
盧
山
攻
撃
準
備
の
た
め

本
船
の
デ
ッ
キ
か
ら
物
資
や
弾
薬
等
を
積
み
替
え
九
江
に
揚
陸

す
る
。
そ
の
と
き
、
伝
染
病
が
流
行
し
た
が
私
は
幸
い
に
か
か

ら
な
い
で
済
ん
だ
。

盧
山
攻
略
に
参
加
し
た
が
、
ク
リ
ー
ク
の
中
に
入
る
と
狭
い

の
で
砲
射
撃
を
受
け
る
。
友
軍
も
応
戦
す
る
の
で
砲
煙
に
包
ま

れ
る
。
そ
の
砲
撃
戦
中
に
狭
い
ク
リ
ー
ク
を
反
転
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
工
兵
は
水
の
中
に
入
り
肩
で
橋
を
支
え
る
。
歩
兵

が
そ
の
仮
橋
を
渡
っ
て
進
撃
す
る
。
弾
丸
雨
飛
の
中
で
の
進
撃

だ
。
我
々
は
そ
れ
ら
の
部
隊
に
食
糧
・
弾
薬
を
補
給
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
兵
隊
も
我
々
徴
用
軍
属
も
一
体
で
あ
り
、
弾
は

差
別
な
く
飛
ん
で
来
る
。
そ
の
中
で
歩
兵
は
敵
を
撃
破
し
な
が

ら
砲
煙
の
中
を
進
ん
で
行
っ
た
。
我
々
は
船
に
負
傷
者
や
病
人

を
乗
せ
て
九
江
の
病
院
船
へ
移
送
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
盧
山

攻
略
の
た
め
我
々
は
一
カ
月
九
江
付
近
で
勤
務
し
て
い
た
。

九
月
こ
ろ
に
は
上
流
の
武
穴
、
馬
頭
鎮
の
戦
闘
で
あ
る
。
北

岸
の
武
穴
、
田
家
鎮
、
南
岸
の
馬
頭
鎮
、
揚
子
江
を
挟
ん
で
要

塞
砲
が
設
置
さ
れ
両
岸
か
ら
の
砲
撃
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
碇

泊
場
が
な
い
の
で
船
を
桟
橋
に
直
接
横
付
け
に
し
て
上
陸
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
船
に
は
将
校
が
乗
っ
て
指
揮
し
て
い

る
。
砲
撃
は
船
め
が
け
て
飛
ん
で
く
る
。
私
は
ま
だ
若
か
っ
た

か
ら
機
関
場
か
ら
降
り
上
陸
し
た
と
き
、
迫
撃
砲
弾
が
炸
裂
し

負
傷
し
た
。

血
が
流
れ
て
い
る
の
で
包
帯
で
結
ん
だ
の
だ
か
、
一
瞬
の
こ

と
で
中
に
破
片
が
入
っ
て
い
る
の
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
後

で
軍
医
に
見
て
も
ら
う
と
「
破
片
が
入
っ
て
い
る
ぞ
」
と
言
わ

れ
初
め
て
気
が
つ
い
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
見
て
も
ら
う
と
、
炸

裂
片
が
筋
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
手
術
を
す
る
と
指
が
曲

が
ら
な
く
な
る
の
で
切
除
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寒
く
な

る
と
痛
く
な
る
。
昭
和
十
三
年
の
負
傷
の
痛
さ
が
現
在
ま
で
続



い
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
軍
医
か
ら
証
明
の
書
類
を
も
ら
っ
て

い
な
い
。
第
一
線
部
隊
で
も
あ
っ
た
し
軍
属
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
負
傷
の
ま
ま
戦
闘
に
参
加
し

て
い
た
。
歩
兵
も
船
舶
の
暁
部
隊
の
我
々
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

負
傷
し
た
ま
ま
更
に
進
ん
で
十
月
末
こ
ろ
漢
口
に
着
い
た
。

私
が
着
い
た
と
き
は
第
一
線
部
隊
は
漢
口
攻
略
（
十
月
二
十
六

日
漢
口
、
十
月
二
十
四
日
武
昌
攻
略
）
し
た
が
、
船
舶
部
隊
は

揚
子
江
に
い
て
、
手
前
の
ヤ
ン
ズ
ー
に
一
泊
し
た
。
既
に
撃
ち

合
い
は
終
わ
っ
て
い
て
、
外
国
の
公
館
な
ど
に
は
電
灯
が
つ
い

て
い
た
。
我
が
北
尾
部
隊
（
後
に
桧
垣
部
隊
）
は
時
計
台
の
所

を
占
領
し
、
停
泊
場
を
作
っ
た
。

北
尾
部
隊
長
と
我
々
船
舶
の
隊
長
も
一
緒
で
、
碇
泊
場
司
令

も
船
団
に
い
た
。
船
の
数
は
第
一
線
の
は
二
十
隻
ぐ
ら
い
で
、

我
が
「
第
三
喜
吉
丸
」
は
優
秀
船
だ
っ
た
の
で
隊
長
が
乗
っ
た

り
常
に
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
後
に
漢
口

―
武
昌
間
の
定
期
船
を
や
っ
て
い
た
。
私
も
そ
の
船
に
乗
っ
て

一
時
間
ご
と
の
運
航
を
一
年
ぐ
ら
い
や
り
、
そ
の
後
、
漢
口
の

碇
泊
場
の
手
前
の
裏
に
あ
っ
た
第
五
師
団
の
野
戦
糧
秣
倉
庫
の

配
属
と
な
っ
た
。

あ
る
時
、
警
備
の
中
隊
が
敗
残
兵
の
討
伐
に
出
た
留
守
、
ス

パ
イ
が
敵
方
に
通
報
し
た
た
め
包
囲
攻
撃
さ
れ
た
。
私
も
手
榴

弾
二
個
と
小
銃
一
丁
を
持
っ
て
戦
っ
た
。

私
は
大
正
八
年
生
ま
れ
、
昭
和
十
四
年
徴
集
な
の
だ
が
戦
地

に
船
舶
共
々
徴
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
徴
兵
検
査
は
漢
口
で
受

け
た
。
体
も
丈
夫
、
体
格
も
い
い
。
当
然
甲
種
合
格
と
思
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
徴
兵
執
行
官
の
佐
官
の
将
校
は
「
君
が
兵

隊
に
行
っ
た
ら
代
わ
り
の
者
を
内
地
か
ら
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

君
の
処
置
は
執
行
官
に
任
せ
る
か
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
と
ま

ど
っ
た
が
、
お
任
せ
す
る
よ
り
仕
方
な
い
と
思
い
、「
ハ
イ
、

お
任
せ
し
ま
す
」
と
言
い
ま
す
と
「
丙
種
合
格
」
と
言
わ
れ
た
。

結
局
、
私
は
軍
人
で
は
な
く
軍
属
と
し
て
勤
務
を
続
け
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
ま
ま
船
で
勤
務
し
、
昭
和
十
六
年
七
月
三
十
一

日
解
除
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
兵
籍
簿
に
は
「
第
二
国
民

兵
役
、
工
兵
、
特
技
機
関
士
」
と
な
っ
て
い
る
。
久
留
米
師
管
、

長
崎
連
隊
区
の
所
管
で
あ
る
。
な
お
、「
支
那
事
変
論
功
行
賞

発
令
の
件
通
牒
」
に
は
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

中
碇
監
恩
第
一
一
四
二
号



昭
和
十
七
年
七
月
十
八
日
、
中
支
那
派
遣
暁
第
二
九
四
一
部

隊
貴
殿
軍
属
ト
シ
テ
支
那
事
変
勤
務
ニ
服
シ
タ
ル
功
ニ
ヨ
リ

今
般
支
那
事
変
功
行
賞
ニ
際
シ
左
記
ノ
通
賞
賜
セ
ラ
レ
タ
ル

ニ
付
通
報
ス

尚
兵
役
ニ
関
係
ア
ル
者
ハ
兵
籍
ニ
記
入
ノ
為
必
ズ
此
ノ
旨
所

轄
市
町
村
役
場
経
由
聯
隊
区
司
令
部
ニ
届
出
相
成
度
申
添
フ

追
而
賞
賜
物
件
（
勲
章
、
従
軍
記
章
、
御
沙
汰
書
等
）
ハ

廣
島
市
西
部
第
二
部
隊
ヲ
経
テ
下
賜
セ
ラ
ル
ル
予
定
ニ
付

承
知
相
成
度

左

記

勲
章
　
賜
金
（
品
）
　
従
軍
記
章
　
発
令
年
月
日

瑞
八
　
　
九
〇
　
　
併

賜
　
　
昭
和
一
五
・
四
・
二
九

官
等
級
　
　
　
　
　
　
　
氏

名

工
員
（
注
油
手
）
　
　
　
　
西
浦
久
馬

約
三
年
余
の
船
舶
（
暁
第
二
九
四
一
部
隊
）
の
徴
用
軍
属
と

し
て
勤
務
を
終
え
た
私
は
島
原
に
帰
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
遠
洋

漁
船
（
大
洋
漁
業
）
の
機
関
長
と
な
っ
て
勤
務
し
、
東
支
那
海

の
漁
業
に
出
て
い
た
昭
和
十
九
年
六
月
十
五
日
召
集
令
状
が
き

た
。
そ
の
た
め
召
集
日
に
間
に
あ
わ
ず
島
原
に
帰
っ
て
か
ら
出

頭
し
た
ら
、
私
の
体
が
良
い
の
で
「
今
の
世
の
中
に
こ
ん
な
立

派
な
兵
隊
が
残
っ
て
い
た
か
」
と
、
結
局
召
集
に
な
っ
た
。

六
月
二
十
七
日
、
臨
時
召
集
兵
と
し
て
工
兵
第
八
六
連
隊
へ

遅
参
応
召
と
な
り
第
四
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
遅
れ
た
た
め
体

の
弱
い
保
健
兵
の
中
に
入
っ
た
が
、
体
が
良
い
の
で
直
ち
に
第

三
中
隊
編
入
、
目
ま
ぐ
る
し
い
兵
籍
な
の
で
兵
籍
簿
の
写
し
に

よ
る
と
次
の
よ
う
な
概
要
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
七
日
（
十
五
日
を
訂
正
）
臨
時
召
集

の
為
工
兵
第
八
十
六
連
隊
に
遅
参
応
召
　
○
同
日
第
四
中
隊

に
編
入
　
○
七
月
八
日
軍
令
陸
甲
第
七
十
七
号
に
依
り
工
兵

第
五
十
六
連
隊
補
充
隊
臨
時
動
員
下
令
　
○
七
月
十
二
日
工

兵
第
五
十
六
連
隊
補
充
隊
第
四
中
隊
に
編
入
　
○
同
日
動
員

完
結
　
○
八
月
二
十
六
日
工
兵
第
八
十
六
連
隊
に
転
属
　
○

同
日
第
三
中
隊
に
編
入
　
○
八
月
三
十
日
捷
号
訓
練
演
習
の

た
め
久
留
米
出
発
　
○
九
月
一
日
鹿
児
島
県
大
隅
松
山
着
　

○
同
日
よ
り
捷
号
訓
練
演
習
参
加
　
○
昭
和
二
十
年
四
月
十

日
工
兵
第
五
十
六
連
隊
補
充
隊
に
転
属
　
○
四
月
九
日
転
属

の
た
め
鹿
児
島
県
大
隅
松
山
出
発
　
○
四
月
十
日
久
留
米
師



管
区
工
兵
補
充
隊
に
到
着
　
○
同
日
第
四
中
隊
編
入
　
○
七

月
二
十
四
日
独
立
工
兵
第
百
二
十
一
大
隊
に
転
属
　
○
同
日

第
三
中
隊
に
編
入
　
○
昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
軍
令
陸
甲

第
十
六
号
に
依
り
復
員
下
令
　
○
九
月
十
三
日
召
集
解
除
　

○
九
月
十
五
日
復
員

捷
号
訓
練
と
は
本
土
決
戦
、
敵
が
内
地
に
上
陸
し
た
と
き
の

訓
練
で
あ
る
。
我
々
の
部
隊
は
敵
上
陸
を
防
ぐ
た
め
山
の
中
に

大
き
な
坑
道
を
掘
り
重
砲
の
砲
架
（
六
門
）
を
作
っ
た
り
し
た
。

ま
た
、
そ
の
間
初
年
兵
が
入
営
し
た
り
、
四
十
歳
ぐ
ら
い
の
召

集
兵
が
補
充
さ
れ
た
。
私
は
一
期
の
教
育
を
終
了
し
一
等
兵
に

な
っ
た
が
、
徴
用
軍
属
で
は
あ
っ
た
が
三
年
間
戦
地
で
兵
隊
と

共
に
戦
っ
た
り
勤
務
を
し
て
い
た
の
で
、
兵
隊
の
こ
と
は
教
育

を
受
け
て
い
た
の
で
下
士
官
要
員
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
か
ら
二
十
年
四
月
の
間
、
い
わ
ゆ
る
本
土

決
戦
の
た
め
の
訓
練
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
初
年
兵
を
連
れ
て

独
立
工
兵
第
百
二
十
一
大
隊
へ
転
属
し
た
の
で
あ
る
か
ら
終
戦

を
目
前
に
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
教
育
は
捷
号
訓
練
と
称
せ
ら

れ
る
が
、
五
〇
キ
ロ
爆
雷
を
背
負
っ
て
戦
車
に
飛
び
込
む
訓
練

で
あ
る
。
戦
車
へ
の
特
攻
、
玉
砕
攻
撃
を
教
育
し
た
初
年
兵
と

一
緒
に
転
属
で
あ
っ
た
。

本
隊
と
は
別
の
場
所
に
い
た
と
き
、
八
月
十
五
日
、
終
戦
の

玉
音
放
送
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。
小
隊
長
か
ら
「
戦
争
は
終
わ

っ
た
の
で
保
管
し
て
あ
る
酒
な
ど
を
飲
め
」
と
言
わ
れ
、
複
雑

な
思
い
を
し
な
が
ら
の
会
食
の
場
に
な
っ
た
。
な
お
、
大
隊
長

か
ら
は
「
本
隊
の
鹿
児
島
ま
で
行
っ
て
解
散
（
復
員
）
す
る
か
、

こ
こ
で
解
散
す
る
か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
皆
こ
こ
で
解
散
を

と
希
望
し
た
。
し
た
が
っ
て
昭
和
二
十
年
九
月
十
三
日
解
散
、

九
月
十
六
日
復
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

思
え
ば
昭
和
十
九
年
六
月
二
十
七
日
二
等
兵
、
同
年
十
二
月

十
五
日
一
等
兵
、
以
後
上
等
兵
と
し
て
初
年
兵
教
育
を
し
た
の

だ
が
、

本
来
満
一
カ
年
の
二
十
年
六
月
上
等
兵
と
あ
る
べ
き
が
、

戦
争
末
期
、
目
ま
ぐ
る
し
い
転
属
等
で
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

軍
属
と
し
て
三
カ
年
余
を
こ
と
ご
と
く
戦
地
で
送
っ
た
が
、

大
東
亜
戦
争
末
期
、
召
集
兵
と
し
、
軍
人
一
年
三
カ
月
の
勤
務

で
あ
る
。

結
婚
は
昭
和
十
八
年
、
召
集
は
東
支
那
海
操
業
中
、
大
洋
漁

業
本
社
か
ら
の
無
線
で
知
っ
た
。
下
船
後
、
憲
兵
隊
へ
連
れ
て



行
っ
て
も
ら
い
事
情
を
説
明
し
た
。
憲
兵
隊
で
は
、
入
隊
が
遅

れ
て
い
る
の
で
直
ち
に
入
隊
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
と
、
入
浴

さ
せ
て
く
れ
一
晩
宿
泊
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
召
集
の
初
年
兵
で
あ
る
が
、
支
那
事
変
論
功

行
賞
に
よ
り
勲
八
等
瑞
宝
賞
を
受
賞
し
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し

た
の
か
も
し
れ
ぬ
と
思
う
。
軍
人
の
時
よ
り
軍
属
の
時
の
方
が

命
が
け
の
お
務
め
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
末
期
の
内
地
の
軍
人
に

は
不
安
と
悲
槍
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
支
戦
線
従
軍
記
　 

愛
■
県
　
相
原
明
　 

私
は
昭
和
十
七
年
徴
集
の
現
役
兵
と
し
て
昭
和
十
七
年
十
二

月
一
日
高
知
市
の
西
部
第
三
十
四
部
隊
へ
入
営
し
ま
し
た
。
郷

里
の
自
宅
を
前
日
の
十
一
月
三
十
日
三
人
の
仲
間
と
早
朝
出
発
。

見
送
り
な
ど
は
禁
止
で
し
た
の
で
、
激
励
や
答
辞
、
軍
歌
の
高

唱
、
万
歳
も
な
く
、
静
か
に
国
鉄
壬
生
川
駅
よ
り
乗
車
、
高
知

で
宿
に
一
泊
。

徴
兵
検
査
は
故
郷
で
受
け
ま
し
た
。
当
初
は
第
一
乙
種
合
格

で
し
た
が
、
間
も
な
く
改
め
て
甲
種
合
格
と
の
変
更
通
知
が
き

ま
し
た
。
さ
て
、
入
営
当
時
私
の
家
庭
は
、

父
　
　
死
去

母
　
　
健
在
　
農
業
（
水
田
一
町
四
反
歩
）

長
兄
　
〃
　
　
〃

次
兄
　
〃
　
　
郡
農
会
へ
勤
務

三
兄
　
〃
　
　
洋
服
仕
立

本
人
　
〃
　
　
大
丸
百
貨
店
東
京
本
店
へ
勤
務

弟
　
　
〃
　
　
住
友
化
学
新
浜
工
場
へ
勤
務

長
姉
　
〃
　
　
他
家
へ
嫁
入
り

次
姉
　
〃
　
　
〃

三
姉
　
〃
　
　
〃

妹
　
　
〃
　
　
今
治
市
国
際
ホ
テ
ル
勤
務

と
兄
弟
姉
妹
九
人
と
賑
や
か
で
、
私
も
心
配
な
く
兵
役
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
知
の
部
隊
へ
入
営
し
て
十
七
日
目
に
野
戦
（
中
支
）
へ
出

発
し
ま
し
た
。
そ
の
短
い
間
、
三
種
混
合
の
接
種
や
ら
兵
器
、

被
服
、
食
糧
の
受
給
や
ら
と
目
ま
ぐ
る
し
い
間
を
見
て
、
東
京




